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論文内容要旨
 乳歯う蝕は永久歯のう蝕と比較すると,その発生や進展の状態がかなり異なり,また1897年,
 Neumamが乳前歯の環状う蝕を報告して以来,その特有な形態が注目されるようになった。この
 ような乳歯う蝕の特徴は乳歯の表層構造と乳歯エナメル質表面のもつう蝕感受性とに関連するも
 のと考えられるが,詳細についての報告は殆んどなく,不明の点が少くない。本研究では,エナ
 メル質の表層微細構造を詳細に観察するとともに,環状う蝕に進展すると思われる部位に発生し
 た初期う蝕病変および環状う蝕病変そのものについて,形態学的な面から詳細に比較観察した。
 また健全乳前歯を乳酸脱灰液に浸漬し,人工的う蝕を形成して,上記自然う蝕の場合と比較検討
 し,乳歯エナメル表層のもつう蝕感受性についても併せて検索した。材料として,ヒト4才から
 9才までの矯正の目的等で抜去された乳前歯100歯を用い,正常および初期う蝕病変部エナメル質
 を走査電子顕微鏡,マイク・ラジオグラフィ等によって比較検討した。また健全乳前歯20歯を乳酸
 で脱灰し,脱灰状態を経時的に同様の方法で観察した。その結果次の結論を得た。
 1.健全な乳前歯エナメル質表面は,最大豊隆部を境にして,切縁側と歯頸側とでは異なった
 像を呈していた。切縁側では一般に表面は平垣であり,とくに暦面では無小柱エナメル質が観察
 されたが,エナメル小柱末端の終末を思わせる浅い陥凹や周波条様構造などが,ところにより認
 められた。歯頸側では上記構造のほかに,より深い陥凹,大小不同の大きさと深さをもつ小孔,
 線状構造および階段状を呈する周波条様構造など多様な像が認められた。
 2.乳前歯う蝕病巣は,エナメル小袿末端の陥凹のみられる部と無小袿エナメル質層のみられ
 る部とでは異なった病変像を呈していた。すなわち,(a)陥凹の著明な部では,歯垢の沈着を示す
 ことが多く,エナメル質表層が,陥凹部に相当して単発的に,あるいは陥凹にそって波状を呈し
 て連続的に欠損し,う蝕が進展していた。(b)無小柱エナメル質を有する部では,全体としてエナ
 メル質表層はよく保存されているが,表面に存在する小孔から表層下の脱灰層に通じる下掘れ状
 の小欠損を生じている場合が認められ,このような部分では周囲のエナメル質の表面も粗造とな
 りう蝕が拡大し進展していた。(c)両者の病変はいずれも多発性であり,歯冠をとりまく連続的な
 環状う蝕に進展するものと思われた。
 3.エナメル小柱末端の終末を思わせる陥凹や,無小柱エナメル質表面に存在する小孔,およ
 び周波条様構造はう蝕感受性が高い部であり,その分布が乳歯特有なう蝕像と深い関連をもつこ
 とが示唆された0
 4,エナメル質表層の無小柱エナメル質は,う蝕感受性に抵抗を示す場であると思われた。
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審査結果要旨
 乳歯う蝕は永久歯う蝕と比較すると,その発生や進展の状態にいろいろと違いのあることがよ
 く知られている。しかしその違いの本態について,形態学的に詳細に検索したものは殆んどない。
 本論文は,乳前歯平滑面の正常エナメル質および初期エナメル買う蝕について,主として走査電
 子顕微鏡を用い,表層および表層下微細構造を克明に観察し,乳歯う蝕に際して見られる特異な
 病巣の発生と進展との様態について,病理形態学的に検索を行なうとともに,最近注目されてい
 るう蝕病因論における歯質のう蝕感受性の問題にも着目し,乳歯エナメル質の表層微細構造とう
 蝕感受性との関連についても詳細な検討を試みている。
 その結果,本論文では次のような知見を明確にしている。すなわち,正常乳歯の歯頸部側エナ
 メル質では,一般に小柱末端部に相当する陥凹が深く,大小不同であり,また線状構造や,階段
 状を呈する周波条様構造など,切縁側に比べるとより多様な像を呈していることを確認し,また
 乳前歯初期う蝕では,無小柱エナメル質の存在する場合と,そうでない場合とでは,病変像が異
 ることを観察し,無小柱エナメル質を有する部では,全体としてエナメル質表層がよく保たれて
 いるが,表面にしばしば小さな孔が散在性に存在し,このような小孔を通じて,多発性に下堀れ
 状の脱灰がエナメル質表層下に進展拡大している場合のあることを明らかにし,無小袿エナメル
 質自体は酸に対して抵抗性のあることを示唆している。一方無小柱エナメル質の認められない部
 では,小柱末端に相当する陥凹や周波条様構造を有する部で,う蝕が単発的に,あるいは,多発
 的に発生し,進展している像を認め,これらの部分がう蝕に対して感受性の高い部分であること
 を示唆し,このような欠陥形態の分布状態と,その部におけるう蝕病巣の発生進展の状態から・
 乳歯う蝕に特有な病巣の成り立ち方を明らかにしている。また健全乳前歯を乳酸で脱灰し,歯頸
 部側に特異な形を呈する環状人工う蝕病巣の形成に成功し,この部分に存在する多様な表層微細
 構造が,酸に対して抵抗性の低い部分であることを見事に立証している。
 以上のように本論文は,無小袿エナメル質の分布や,新産線の状態およびこれらの構造とう蝕
 との関係など,さらに今後詳細な検索を期待される点は残しているものの,乳歯において従来殆
 んど検索されていなかった表層微細構造の形態と分布とを明確にし,これら構造とう蝕感受性と
 の関連を明らかにし,乳歯に見られる特異なう蝕病巣の発生と進展とについて多くの新知見を提
 示している。このことは乳歯う蝕の成り立ち方について,形態学的な面から,一つの確実な指標
 を与えたものとして高く評価される。
 よって本論文は充分学位授与に値するものと認める。
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